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研究成果の概要（和文）： 

若年女性で体型や食行動と心理・身体特性や肥満・摂食障害関連遺伝子との関係を調べた。や

せでは月経不順の頻度が高かった。ダイエットは体格指数の高さと、気晴らし食いは抑うつ、

不安、強迫、完璧主義の高さ、自尊感情の低さと関連していた。ストレスやコーピングが摂食

行動に関連していた。β3アドレナリン受容体、脱共役タンパク質 1、β2アドレナリン受容体

の多型と体型・体組成とは関連しなかった。グレリン遺伝子多型は高い体格指数、体脂肪量と、

脳由来神経栄養因子の多型は低い身長・体重・除脂肪量と関連していた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Associations between anthropometry, eating behaviors, psychological and somatic 
characteristics were investigated in young women. Thinness was related to irregular 
menstruation. Dieting was related to higher current and past body mass index. Binge eating 
was correlated with higher depression, anxiety, obsession, perfectionism, and lower 
self-esteem. Stressor and coping influenced eating attitudes. Genetic polymorphisms of 
beta 3 adrenaline receptor, uncoupling protein-1, and beta 2 adrenaline receptor were 
not associated with any anthropometric measures. A polymorphism in ghrelin gene was 
associated with higher body mass index and fat mass. Brain derived neurotrophic factor 
polymorphism was related to lower height, weight and lean mass. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、若年女性の平均体格指数（BMI）は

低下し、やせ（低体重）の割合が増加してい

る。それに伴い何らかの食行動の異常を呈す

る女性や摂食障害（神経性食欲不振症、神経

性過食症、特定不能の摂食障害）患者の割合

の増加、月経異常の増加にみられる生殖機能

の障害、貧血や骨塩量の低下による将来の骨
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粗鬆症の多発など栄養障害による生涯にわ

たる女性の健康への悪影響が懸念される。 

２．研究の目的 

本研究は、若年女性を対象に、心理社会的

要因、食事・運動・生活習慣を調査し、身体

計測や血液生化学検査、遺伝子解析を行い、

若年女性の体型や食行動異常を決定する要

因を心身相関の観点および遺伝・環境の相互

作用の観点から明らかにし、女性の健康の向

上や摂食障害の予防に役立てることを目的

にする。 

３．研究の方法 
対象：女子大学生のボランティアを対象に以
下の項目について、データ、試料を収集した。 

医学的項目：既往歴、家族歴、摂食障害歴、

肥満歴の有無、初潮年齢、月経歴を調べた。 

身体計測：身長、体重、体脂肪率、腹囲、腰

囲、体脂肪率、皮脂厚を測定した。 

食事摂取量と各栄養素の評価：食物摂取記録

を行った。 

生活習慣：睡眠時間・食事回数・時間・運動

の記録を行った。 

心理測定：摂食障害の診断には精神疾患簡易

構造化面接（M.I.N.I.）の神経性無食欲症と

神経性大食症の診断モジュールを用いた。摂

食障害傾向の評価としてダイエットおよび、

気晴らし喰いの有無、過去の体重の経過を調

べ、摂食行動調査票、摂食障害調査票を施行

した。摂食障害に関連する心理特性として抑

うつ、不安、強迫傾向、完璧主義、自尊感情、

ストレッサー、ストレス対処行動、失感情症、

パーソナリティー、愛着行動様式を、それぞ

れ自記式調査票を用いて調べた。 

血液生化学検査：早朝空腹時にアルブミン、

コレステロール、中性脂肪、血糖、インスリ

ン、コルチゾール、ソマトメジンＣ、遊離ト

リヨードサイロニンを測定した。 

遺伝子解析：肥満関連遺伝子として、肥満関

連遺伝子のベータ３アドレナリン受容体、ベ

ータ２アドレナリン受容体、脱共役蛋白１の

遺伝子の多型を、摂食障害関連遺伝子として

グレリンと脳由来神経栄養因子の多型を解

析した。 

統計解析：平均値の比較には一元配置分散分

析、ウイルコクソンの順位和検定を用いた。

頻度の比較にはカイ２乗検定を用いた。要因

間の関連を回帰分析、共分散構造分析を用い

て検討した。 

４．研究成果 
（１）データ・試料の収集。 
研究期間内に 310名のデータ・試料を収集

した。先行研究（平成 14 年～16 年度）で収
集した 300名を合わせて 610 名となった。摂
食障害や糖尿病、炎症性腸疾患などの体重・

体型に影響する疾患の現病歴、既往歴の保有
者を除いた 589 名を解析の対象とした。 
（２）対象者の年齢、体格・体組成 

平均の BMIは 20.5 kg/m2であり、理想的と
される 22 kg/m2より 1.5ポイント低く、厚生
労働省平成 20 年国民健康・栄養調査で報告
された 20-29 才の平均値（20.7 kg/m2）とほ
ぼ一致していた。体脂肪率の平均値は 25.9%
であった（表１）。体格指数を基準にすると
やせの割合は 18.9%であった。しかし体脂肪
率を基準にすると、やせ（体脂肪率 20%未満）
の割合は 10.7％に減少した。（表２）。以上の
結果からやせが脂肪の減少ではなくて筋・骨
格量の減少による場合が少なくないことが
示唆された。 
 

表１ 年齢、体格・体組成の分布 

 平均 標準偏差 最小値 最大値 

年令（才） 20.8 1.99 19 44 

身長（cm） 158.8 5.38 142.3 176.8 

体重（kg） 51.7 6.74 34.4 84.0 

体格指数（kg/m2） 20.5 2.33 14.8 33.1 

体脂肪率（%） 25.9 4.85 15.3 51.3 

  
表２ 体格指数および体脂肪率による分類 

 体格指数 割合(%) 体脂肪率 割合(%)) 

やせ ＜18.5 18.9 <20 10.7 

普通 18.5＜ ≦25 76.2 20≦ ＜30 70.3 

肥満 25＜ 4.8 30≦ 19.0 

（３）やせと心理・身体特性との関連 
やせ（体格指数＜18.5 kg/m2）では普通体

重に比べ気晴らし喰いの割合が低く、ダイエ
ットの割合に差はみられなかった。月経不順
を訴える頻度は高かった。やせでは摂食行動
調査票の下位尺度の「ダイエット」の得点が
低く、「コントロール」の得点が高かった。
摂食障害調査票の下位尺度の「過食」と「や
せ願望-身体への不満」の得点は低かった。
抑うつ、不安、強迫傾向、完璧主義、自尊感
情、ストレッサー、ストレス対処行動、失感
情症傾向には差は見られなかった。パーソナ
リティー尺度（NEO-FFI）では外向性の得点
が高かった。やせでは血清アルブミン値、HDL
コレステロール値が高く、LDL コレステロー
ル値が低かった。ソマトメジン C値は低かっ
た。その他の生化学測定値に差はみられなか
った。 

摂食障害患者では、やせ願望-身体への不
満の強さ、抑うつや不安の強さ、強迫傾向や
完璧主義の強さ、自尊感情の低さ、失感情症
傾向の強さが報告されているが、今回の結果
から、やせはこれらの心理特性と関連してい
なかった。やせでは月経不順の割合が高いこ
とがわかったが、その他の身体的な異常との
関連は見いだせなかった。 
（３）ダイエットと心理・身体特性との関連 

ダイエットの経験の有無を 290名で調査し



287名(92%)から回答が得られた。現在ダイエ
ットしているものが 71 名、過去に試みたこ
とがあるものが 110名、ダイエット経験がな
いものが 106名であった。ダイエット経験者
では未経験者に比較して、現在の BMIが高い
だけでなく（20.8 vs. 19.6 kg/m2）、過去の
最低・最高 BMI は高く、これまで最も長く持
続した BMIも高かった（20.7 vs. 19.6 kg/m2）。
しかし理想の BMI は 19.2 kg/m2 で未経験者
（18.9 kg/m2）と差がなく、実際の体重と理
想体重との隔たりが大きかった。経験者では
摂食行動調査票の下位尺度のダイエットの
得点が高く、摂食障害調査票の「過食」と「や
せ願望-身体への不満」の得点が高かった。
その他の心理特性には差はみられなかった。
生化学検査ではダイエット群では遊離トリ
ヨードサイロニン値が低くかった。 

以上の結果から、元々の体重が高いことが
身体への不満を強め、ダイエットを実施して
いると考えられた。適正な体重には個人差が
あるにもかかわらず、正常下限の BMIを理想
としていることが、ダイエット実施の動機と
なっていると考えられた。ダイエットの健康
への悪影響として代謝の低下が示された。 
（４）気晴らし喰いと心理・身体特性との関
連 

過去３ヵ月以内の気晴らし喰いは 290名中
90 名でみられた。気晴らし喰い経験者では未
経験者に比較し BMI、体脂肪率が高かった。
心理特性では、経験者でやせ願望-身体への
不満、不安、抑うつ、ストレス、強迫傾向、
完璧主義、神経症傾向、失感情症傾向の得点
が高く、自己評価が低いなどの摂食障害患者
に共通する傾向がみられた。血液生化学検査
では差は認められなかった。以上の結果は気
晴らし喰いには、多くの心理的要因が関連し
ていることが示された。 
（５）ストレスおよびストレスコーピングと
摂食行動、摂食障害傾向との関連。 
ストレスとストレスコーピングの質問票

に回答した 224 人を対象に、摂食行動調査票
の総得点および摂食障害調査票の「過食」「や
せ願望-身体への不満」尺度の得点に、認知
されたストレスとストレスコーピングがど
のように影響するか調べた。摂食行動尺度得
点は認知されたストレスと情動志向型の戦
略と正の関連を示した。「過食」の得点は認
知されたストレス、体格指数、責任受容型対
処、逃避型対処と正の関連を、計画型対処と
負の関連を示した。「やせ願望-身体への不
満」得点は体格指数、認知されたストレス、
責任受容対処と正の関連を示した。 
以上の結果はストレスとストレス対処の

パターンが摂食行動や摂食障害傾向に影響
することを示した。 
（６）肥満関連遺伝子との身体計測値との関
連 

肥満関連遺伝子とされるβ3アドレナリン受
容体の Try64Arg、脱共役タンパク質 1 の
-3826A/G、 β2 ア ド レ ナ リ ン 受 容 体 の
Arg16Gly 多型と若年女性の身体計測値との
関連を調べたが、いずれの多型とも有意な関
連はみられなかった。 
（７）肥満関連遺伝子との身体計測値との関
連 
神経性食欲不振症と関連することが報告

されている脳由来神経栄養因子(BDNF)の
Val66Met 多型、神経性過食症との関連が報告
されているグレリン(GHRL)の 3056TC 多型と
身体計測値との関連を調べた。 BDNF が
Met66Met 遺伝子型の群では身長、体重、除脂
肪体重が有意に小さかった。体格指数、体脂
肪率に差はみられなかった。GHRLの 3056Cア
レルを有する群では体格指数、体脂肪量、体
脂肪率が有意に高かった。従って BDNF の多
型は小柄な体格と筋・骨量の減少と関連し、
GHRL の多型は脂肪量の減少と関連している
可能性が示された。 
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